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(57)【要約】
　脱毛装置１は、毛をつまみ、引っ張り、抜くことによ
って毛をユーザから除去する。脱毛装置１は、軸を有し
、使用中に当該軸を中心に回転するように取り付けられ
、ピンセット要素２２によって毛が掴まれることのでき
るピンセット部２０外周の少なくとも１つのピンチング
領域１８を規定する、当該ピンセット部２０を有する。
取付要素は、ピンセット部が取付要素に対して回転する
ことのできるようにピンセット部の軸を支持し、ばね要
素３０は、ピンチング領域１８でピンセット要素におけ
るピンチング力を誘発する。ピンチング力は、ピンチン
グ領域１８での毛のピンチングを誘発する。軸受要素２
３は、回転するピンセット部２０にピンチング力を伝達
し、駆動要素は、ピンセット部を取付要素に対してピン
セット部の軸を中心に回転させるための回転運動を付与
する。取付要素２０、ばね要素３０、及び軸受要素は、
単一の単体構造の支持要素として形成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸と、第１端部及び第２端部と、少なくとも１つの対のピンセット要素とを有するピン
セット部であって、使用中に前記軸を中心に回転するように取り付けられ、毛がつままれ
る前記ピンセット部外周の少なくとも１つのピンチング領域を規定する、当該ピンセット
部と、
　前記ピンセット部を、前記軸を中心に回転させるための回転運動を付与する、駆動要素
と、
　前記ピンセット部が第１及び第２の支持要素に対して回転することのできるように、前
記ピンセット部を当該ピンセット部のそれぞれの端部で支持し、前記ピンチング領域での
毛のピンチングを誘発するために、前記ピンチング領域において前記対のピンセット要素
にピンチング力を付与するための、前記第１及び前記第２の支持要素と、
を有し、少なくとも前記第１の支持要素は、
　　前記ピンセット部の第１端部を支持するための取付要素と、
　　前記ピンチング力を生成するばね要素と、
　　回転する前記ピンセット部に前記ピンチング力を伝達する軸受要素と、
を有し、
　　　前記取付要素、前記ばね要素、及び前記軸受要素は、単一の単体構造の支持要素と
して一体に形成される、
毛をつまみ、引っ張り、抜くことによって毛を皮膚から除去するための脱毛装置。
【請求項２】
　前記取付要素は、前記ピンセット部の前記第１端部を支持するための位置決め構造を備
える金属板を有する、請求項１に記載の脱毛装置。
【請求項３】
　前記軸受要素は、前記位置決め構造に対して同軸に取り付けられる座金を有し、前記ば
ね要素は、前記座金を前記取付要素に接続するアームを有する、請求項２に記載の脱毛装
置。
【請求項４】
　前記駆動要素は、前記ピンセット部の前記第１端部で、前記取付要素と前記軸受要素と
の間に取り付けられる歯車を有する、請求項１乃至３の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項５】
　第２の前記支持要素は、前記第１の支持要素に対して対称であり、一体の軸受要素、ば
ね要素、及び取付要素を有する、請求項１乃至４の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項６】
　前記第２の支持要素は、前記ピンセット部の前記第２端部を支持するための位置決め構
造を有し、かつ軸受面を有する、平板を有する、請求項１乃至４の何れか一項に記載の脱
毛装置。
【請求項７】
　前記ピンセット部は、前記支持要素から支持される非回転シャフトに担持される、請求
項１乃至６の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項８】
　前記軸は湾曲する、請求項１乃至７の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項９】
　前記ピンセット部は、隣接するディスクの間に形成されるピンセット要素を有する複数
のディスクを有する、請求項１乃至８の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項１０】
　前記ピンセット部の一番目のディスクは、軸受板を備える、請求項９に記載の脱毛装置
。
【請求項１１】
　前記ピンセット部の両側に、互いに向かって５度～３０度の間の角度がつけられている
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、略平面の軸受面を有する、請求項１乃至１０の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項１２】
　前記支持要素と前記ピンセット部とを取り囲み、前記ピンチング領域へのアクセス開口
を規定する、ヘッド部を更に有する、請求項１乃至１１の何れか一項に記載の脱毛装置。
【請求項１３】
　前記取付要素、前記ばね要素、及び前記軸受要素は、少なくとも１つの屈曲部を有する
単一の板状部材から一体に形成される、請求項１乃至１２の何れか一項に記載の脱毛装置
。
【請求項１４】
　前記第２の支持要素は、前記単一の板状部材から一体に形成される、請求項１３に記載
の脱毛装置。
【請求項１５】
　前記第１及び前記第２の支持要素は底板によって相互に接続され、前記底板は、前記単
一の板状部材から一体に形成され、前記板状部材のそれぞれの屈曲部によって前記第１及
び第２の支持要素と接続される、請求項１４に記載の脱毛装置。
【請求項１６】
　前記第１及び前記第２の支持要素は、前記第１及び前記第２の支持要素を共に接続する
底部を有する、単体構造の材料のピースから一体に形成される、請求項１乃至１２の何れ
か一項に記載の脱毛装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脱毛装置に関し、詳細には、細い支持ショルダを有する改善された脱毛ヘッ
ド構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザの体の様々な領域からむだ毛を除去する目的のために、多くの異なるタイプの脱
毛装置が知られている。動作の原理はかなり相違があるが、これらの装置の中でかなり多
くのサブグループは、毛を捕まえて、当該毛を皮膚／毛包から能動的に引き抜く、回転す
るピンセット機構の利用を通じて動作する。ピンセットが更に回転するにつれ、当該ピン
セットは毛を抜く。本コンテキストでは、「ピンセット」との用語は、１本又は複数の毛
を掴んで引き抜くために、開いたり閉じたりすることのできるアレンジメントを示すため
に用いられる。
【０００３】
　このタイプの最も初期の装置のうちの１つは、毛を捕えて抜くためにコイルばねの回転
を用いる、Ｅｐｉｌａｄｙ（登録商標）装置である。別の装置は、欧州特許第５３２１０
６Ｂ１号において開示されている。この装置は、圧迫部材の影響下で互いに向かって回動
可能な回転ディスクを用いる。回転ディスクは、ディスクパッケージを形成し、当該ディ
スクパッケージの両端にある軸受支持部材によって担持される軸受の間を回転する軸によ
って担持される。圧迫部材は、軸受支持部材の中に配置されるローラ部材を有する。ディ
スクパッケージを回転させるための駆動機構もまた、軸受支持部材の領域内に配置され、
これは装置のショルダと呼ばれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　既知の装置はほとんどの状況で十分に動作することができるが、狭い領域にアクセスす
るために、ショルダの幅が不都合であり得る。したがって、比較的細いショルダを有する
脱毛装置を製作することが望ましい。また、より少ない部品を必要とする装置を製作する
ことが望ましい。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明によると、軸と、第１端部及び第２端部と、少なくとも１対のピンセット要素と
を有するピンセット部であって、使用中に軸を中心に回転するように取り付けられ、毛が
つまれる前記ピンセット部外周の少なくとも１つのピンチング領域を規定する、当該ピン
セット部と、ピンセット部を軸を中心に回転させるための回転運動を付与する駆動要素と
、ピンセット部が第１及び第２の支持要素に対して回転することのできるように、ピンセ
ット部を当該ピンセット部のそれぞれの端部で支持し、ピンチング領域での毛のピンチン
グを誘発するために、ピンチング領域において対のピンチング要素にピンチング力を付与
するための、第１及び第２の支持要素と、を有し、少なくとも第１の支持要素は、ピンセ
ット部の第１端部を支持するための取付要素と、ピンチング力を生成するばね要素と、ピ
ンチング力を回転するピンセット部に伝達する軸受要素とを有し、取付要素、ばね要素、
及び軸受要素は、単一の単体構造の支持要素として一体に形成される、毛をつまみ、引っ
張り、抜くことによって毛を除去するための脱毛装置が提供される。取付要素、ばね要素
、及び軸受要素を単体構造として形成することにより、装置は小型化され、装置の作製及
び構造は著しく単純化され得る。通常、ピンチング力は軸と平行な方向に作用するように
向けられる。ピンチング力は厳密に平行である必要はなく、必要とされるピンチング力を
生成するのに十分な、軸と平行な方向に作用するばね力の成分があれば足りることは、当
業者によって理解されるであろう。このコンテキストにおいて、湾曲軸に対しては、ピン
チング力は軸の両端と交わる直線に略平行であってよいことも留意される。
【０００６】
　単体構造の支持要素は、成形プラスチック及び複合材料を含む、任意の適切な材料で形
成される。好ましい実施形態では、取付要素は、ピンセット部の第１端部を支持するため
の位置決め構造を備える金属板を有する。位置決め構造は、開口部、止まり穴、ピン、又
はピンセット部の要求された動作のモードに従ってピンセット部を位置決めするための任
意の他の適切な構造を備えてよい。また、追加の要素が必要に応じ加えられるが、これら
は同じシートから一体に形成されてもよい。比較的薄いシート金属で形成されるこうした
支持要素は、ショルダ領域の全体幅を減少させることができ、限られた領域において使い
易い、スリムなデザインにつながる。ばね要素は取付要素と単体構造であるので、用いら
れる材料は、ピンセット部によって必要とされるばね機能を実行するために十分弾性がな
ければならない。ある実施形態では、ピンセット部は１０Ｎ前後のばね力及び１ｍｍ以上
の移動範囲を必要とする。当業者は、これらの値において必要とされる変動を十分認識し
、ばね要素及び支持要素をそれぞれ寸法取りすることができるであろう。
【０００７】
　ある実施形態では、軸受要素は、位置決め構造に対して同軸に取り付けられる座金を有
し、ばね要素は、座金を支持要素に接続するばねアームを有する。座金は略環状であり、
又は円の一部分だけを形成するＣ字状であってもよい。座金は、軸受面上でピンセット要
素の側方にある軸受構造が軸受けすることのできる、当該軸受面としての働きをする。あ
る実施形態では、ピンセット要素は、軸受ケージによって支持される玉軸受等を備える。
必要であれば、軸受レースを備える玉軸受が、軸受要素に当接してもよい。
【０００８】
　本発明のある好ましい実施形態によると、駆動要素は、ピンセット部の第１端部で、取
付要素と軸受要素との間に取り付けられる歯車を有する。歯車は、ピンセット部と共に回
転するためにピンセット部へと取り付けられ、適切な駆動モータから駆動される別のギア
によって係合されてもよい。歯車は軸受要素よりも小径であり、軸受要素の中に配置され
、よりコンパクトなデザインを可能にする。最も好ましくは、歯車は、歯車の回転をガイ
ドし、ピンセット部から伝達される恐れのあるぐらつき動作を防止するために、取付要素
に当接する。
【０００９】
　特定のデザイン及び動作のモードによると、第２の支持要素は、第１の支持要素に対し
て対称であり、一体の軸受要素、ばね要素、及び取付要素を有する。このコンテキストで
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は、対称とは両方の支持要素が同一である必要はなく、単に両方が上述の構造を同様の態
様で提供することで足りる。
【００１０】
　代替的なアレンジメントでは、第２の支持要素は、ピンセット部の第２端部を支持する
ための位置決め構造を有し、かつ軸受面を有する平板を有する。単一のばね要素は、必要
なピンチング力及び移動を付与するのに十分であり得、結果としてもたらされる構造は、
更に細い一方側のショルダを可能にする。こうした構成は、特に、駆動要素がピンセット
部の一方側のみで係合するように配置される場合に適用可能である。
【００１１】
　上述のとおり、本発明による動作と構造の原理は、説明されたような支持及び軸受の機
能を必要とする、全ての形式のピンセット部に適用可能である。これらは、回転する軸を
有する装置及び固定の軸を有する装置の両方を含む。好ましくは、ピンセット部は、支持
要素から支持される非回転シャフトに担持される。この場合において、シャフトを支持す
るための位置決め構造は、シャフト端部の形状に対応する非円形の形状を有してよい。
【００１２】
　また、本発明は、軸が直線であるか又は湾曲している、いずれの装置にも適用可能であ
る。好ましい実施形態では、軸はわずかに湾曲される。これは、湾曲シャフトに回転のた
めにピンセット部が取り付けられた、当該湾曲シャフトの使用によって達成される。
【００１３】
　更に好ましい実施形態では、ピンセット部は複数のディスクを有する。ディスクは好ま
しくは剛体であり、金属又はセラミック材料で形成される。代替的に、弾性ディスク構造
体が検討されてよい。ディスクは互いに対して個々に回転可能であるか、又は回転のため
に単体として共に係合してもよい。当業者は、使用され得る様々なディスク構造並びにこ
れらに伴う利点及び便益を十分認識する。ピンセット部の一番目のディスクは、軸受板と
一体に形成される。これは、軸受機能を提供するために玉軸受が軸受レースに沿って回転
することのできる、当該軸受レースの形式であってよい。この場合において、玉軸受は、
支持要素の軸受要素とピンセット部の軸受板との間を回転するように、ケージによって支
持されてもよい。
【００１４】
　更に好ましい実施形態では、ピンセット部の両側に、互いに向かって５度～３０度の間
の角度がつけられている、２つの略平面の軸受面が提供される。当業者が理解するように
、軸受面のこの角度付けは、軸受面が互いに近づくにつれ更に圧迫されるピンセット部の
ために、ピンチング領域の生成につながる。
【００１５】
　脱毛装置の好ましい実施形態では、支持要素とピンセット部とを取り囲み、ピンチング
領域へのアクセス開口を規定する、ヘッド部が提供される。ヘッド部は成形プラスチック
材料等で形成され、上述のような改善された構造のためにショルダ領域が類似の装置より
も細いという事実を除き、他の点では従来型であってよい。
【００１６】
　脱毛装置は、動作可能に係合して駆動要素を駆動する、モータと電源とを有するモータ
部を更に有する。電源はバッテリ又はメイン接続である。モータ部は使用中に装置を掴む
ためのハンドルの形式であり、また、プラスチック材料で形成される。好ましい実施形態
では、モータ部は清掃目的、修理、又は交換可能性のために、ヘッド部から取外し可能で
ある。
【００１７】
　ある実施形態では、取付要素、ばね要素、及び軸受要素は、少なくとも１つの屈曲部を
有する単一の板状部材から一体に形成される。本発明の最も好ましい実施形態では、第１
及び第２の支持要素は、単一の板状部材から一体に形成される。第１及び第２の支持要素
は、単一の板状部材から一体に形成される底板によって相互に接続され、底板は板状部材
のそれぞれの屈曲部によって第１及び第２の支持要素と接続されてもよい。このとき脱毛
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装置は、ピンセット部と、ピンセット部が回転のために取り付けられるＵ字状のヨークと
を有してもよく、ヨークは、ピンセット部の軸を支持するための直立の支持要素と、ピン
セット部への軸方向のピンチング力の付与のための、一体に形成さればねが取り付けられ
た少なくとも１つの軸受要素とを有する、単体構造の金属のシートから形成されるヨーク
。金属のヨークは、ばね要素を介して必要なピンチング力を提供するための十分な強度を
有する、シート金属材料で形成される。好ましくは、ヨークは、打ち抜き、屈曲されるこ
とにより、単一のシートから製造される。ヨークは単体構造であってよいが、ヨークの領
域が、これら領域の特性を局部的に改善するために例えば熱処理といった特別な処理をさ
れることは除外されない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本発明の特徴及び利点は、以下の多くの例示的な実施形態の図面を参照して理解される
。
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施形態による脱毛装置を透視図で示す。
【図２】図１の脱毛装置の一部分を示す。
【図３】図１の装置用のヨークの斜視図を示す。
【図４】本発明の第２の実施形態による脱毛装置用のヨークの斜視図を示す。
【図５】ピンセット部に取り付けられた図４のヨークを示す。
【図６】ロッドに基づくピンセットシステムを有する、本発明の第３の実施形態による脱
毛装置の概略的な断面図を示す。
【図７】ピンセット部とヨークとの間に拡大された開口を有する、本発明の代替的な第４
の実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、本発明の第１の実施形態による脱毛装置１の透視図を示す。脱毛装置１は、共
に係合するヘッド部２と、モータ部４とを有する。ヘッド部２は、ヘッド部２の前方の面
に、ピンセット部２０のピンチング領域１８へのアクセスを提供するアクセス開口６を有
し、これは以下に更に詳細に説明される。開口６は、ショルダ１６によって両側方で区切
られる。ピンセット部２０とショルダ１６とは共に、脱毛装置の全体幅を規定する。
【００２１】
　モータ部４は、出力ギア１１を持つモータ８と、ジャック１２を通じて充電され得る充
電式電源１０とを格納する。正面にオン・オフスイッチ１４が提供される。モータ部４は
、ハンドルとしての使用のための人間工学的形状を有する。
【００２２】
　図２は、ヘッド部２が取り外された状態の脱毛装置１の一部分を正面図で示す。図２に
見られるように、ピンセット部２０は、シャフト２４に共に取り付けられた複数のディス
ク２２ａ～２２ｊを有する。ピンセット部２０の両端に、玉軸受２５を担持する軸受ケー
ジ２３が取り付けられる。一番目のディスク２２ａと最後のディスク２２ｊとは各々、軸
受板２１に対して玉軸受２５が回転することのできる、当該軸受板２１を有する。
【００２３】
　シャフト２４は、シャフト２４の両端で、金属フレームすなわちヨーク２８の直立脚２
６によって形成される取付要素から支持される。この実施形態では、シャフト２４はヨー
ク２８に対して回転しない。このことは、これらの部品間の形状嵌合連結によって達成さ
れる。ばねアーム３０の端で座金３２を担持する１対の当該ばねアーム３０が、ヨーク２
８と一体的に形成される。座金３２は、玉軸受２５と係合し、ばねアーム３０の力のため
に玉軸受２５に当接するための軸受要素としての機能を果たす。この力は、ピンチング領
域１８でのピンチング力Ｐと共に、ディスク２２を押す。ディスク２２の各々は、軸２４
を中心に自由に回転する。それにも関わらず、ディスク２２の形状及びピンチング力Ｐの
ために、ディスク２２はディスクパケットとして共に回転する。当業者は、これは単に１
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つの実施形態にすぎず、他の代替的な機構が同様の効果のために用いられ得ることを認識
するであろう。一番目のディスク２２ａは、歯車３４の形式の駆動要素に接続され、歯車
３４は、座金３２の向こう側で座金３２と脚２６との間の位置までシャフト２４に沿って
延在している。使用の際、歯３４は、多数の中間段階のギア（示されていない）を通じて
、モータ１０の出力ギア１１から駆動される。次に、歯車３４は、シャフト２４を中心と
する回転でピンセット部２０を駆動する。ピンセット部２０の動作の更なる詳細は、参照
により本明細書に全体が組み込まれる、国際特許公開２００６／１１７７５５Ａ１号公報
において見つけることができる。
【００２４】
　図３は、ピンセット部２０のないヨーク２８を斜視図で示す。見られるように、ヨーク
２８は、例えば１ピースのシート金属といった単一の板状部材で形成され、当該単一の板
状部材は、同じ単一の板状部材の底板２９及びそれぞれの屈曲部３１によって相互に接続
される第１の支持要素２１及び第２の支持要素２３を形成するように、カッティングされ
、屈曲され、又は折り曲げられている。ばねアーム３０と座金３２とは、更なる折り曲げ
及び切断によって、第１の支持要素２１及び第２の支持要素２３のそれぞれの一部を形成
する。また、この図において、シャフト２４の両端を、軸及び回転運動に対して保持する
位置決め穴３６も見える。本発明の結果として、軸の支持、ピンチング力の付与、及び軸
受の提供の３つの機能が単一の構成要素へと結合され得るので、脱毛装置の製造は顕著に
単純化される。加えて、これは、ピンセット部の両側の比較的細いショルダを維持しなが
ら達成される。
【００２５】
　図４は、本発明の第２の非対称の実施形態によるヨーク１２８を斜視図で開示する。第
１の実施形態と同様の特徴は、１００だけ先行する同様の参照番号で示される。図４の実
施形態によると、ヨーク１２８は、一方側にだけ座金１３２とばねアーム１３０とを備え
る。ヨーク１２８の他方側では、直立脚１２６は略平坦であり、ピンセット部のシャフト
を受け入れるための位置決め穴１３６を備える。この実施形態では、直立脚１２６は、ば
ね力Ｐを提供するために十分な強度を有しなければならないが、弾性力すなわち移動は、
最初にばねアーム１３０によって一方側から提供されてよい。脚１２６の位置決め穴１３
６の周りの部分は、座金１３２と同様の態様で、軸受面としての働きをする。
【００２６】
　図５は、本発明の第２の実施形態による、ピンセット部１２０を支持するヨーク１２８
を有する脱毛装置１０１を透視図で示す。ピンセット部１２０は、その他の点では、図２
の第１の実施形態のピンセット部と同一であり、ここでは更に説明されない。見られるよ
うに、歯１３４は、座金１３２とばねアーム１３０とに対応するヨーク１２８の側に配置
される。ピンセット部１２０の他方端では、使用の間、ピンチング領域で毛が掴まれる当
該ピンチング領域に対応する位置で、直立脚１２６によって直接ピンチング力Ｐが提供さ
れる。したがって、ショルダ構造の全体幅は、第１の実施形態におけるよりも細い。
【００２７】
　図６は、ロッドに基づくピンセットシステムと共に動作する本発明の第３の実施形態に
よる脱毛装置２０１の概略的な断面図を示す。この実施形態では、第１及び第２の実施形
態と同様の特徴は、２００だけ先行する同様の参照番号で示される。
【００２８】
　図６によると、ヨーク２２８はピンセット部２２０を支持する。ヨーク２２８は非対称
であり、その他の点でも図４の第２の実施形態のヨークと同一であり、座金２３２とばね
アーム２３０とを一方側にだけ有する。ヨーク２２８の他方側では、直立脚２２６は略平
坦で、ピンセット部２２０のシャフト２２４を受け入れるための位置決め穴２３６を備え
る。座金２３２と直立脚２２６とは、ピンチング領域２１８に向かって互いに対して角度
がつけられる。
【００２９】
　この実施形態では、ピンセット部２２０は、歯車２３４の作用下でシャフト２２４を中
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チャネル２４６を通って内部本体２４０内に延び、作動ロッド２４４の最も外側の四つの
先端にカム表面２４８を有する。チャネル２４６の中の戻しばね２５０は、カム表面がそ
れぞれ座金２３２と直立脚２２６と係合するようにロッドを外側に付勢する。外側本体２
４２は、３つの区画２４２ａ、２４２ｂ、２４２ｃで形成される。当業者は、更なる区画
もまた提供され得ることを認識するであろう。区画２４２ａ及び２４２ｃは、これらの外
周に固定ピンセット要素２５２を有する。回動可能ピンセット要素２５４は、区画２４２
ａ、２４２ｂ、２４２ｃの隣接し合う区画間に保持され、固定ピンセット要素２５２と係
合可能である。回動可能ピンセット要素２５４は、ロッド２４４内に形成される切欠き２
５８と係合する内端２５６を有する。
【００３０】
　図６の実施形態によるピンセット部２２０は、一般的に、欧州特許出願公開第２００８
５４３Ａ１号において説明されるとおりであり、当該明細書で説明されるように動作され
る。この開示の内容は、参照により本明細書に全体が組み込まれる。したがって、脱毛装
置２０１の動作の間、歯車２３４は、シャフト２２４を中心とする内部本体２４０の回転
をもたらす。内部本体２４０が回転すると同時に、カム表面２４８は、ピンチング領域２
１８に近づくにつれ内側に付勢される。この付勢は、作動ロッド２４４の内側への変位を
もたらし、この移動は、内端２５６の切欠き２５８との係合によって、回動可能ピンセッ
ト要素２５４へと伝達される。したがって、回動可能ピンセット要素２５４は、毛をつま
み、ピンセット部２２０が更に回転するにつれ毛を引き抜くために、固定ピンセット要素
２５２と係合する。
【００３１】
　図７は、本発明の第４の実施形態による脱毛装置の一部分の正面図を示す。図７の実施
形態は一般的に図２の実施形態に対応し、同様の要素は、３００だけ先行する同様の参照
番号を与えられる。第１の実施形態におけるように、ピンセット部３２０は金属フレーム
すなわちヨーク３２８の直立脚３２６からのシャフト３２４によって取り付けられる。こ
の実施形態では、ヨーク３２８とピンセット部３２０との間に、拡大された空間又は開口
が提供される。この開口は、ピンセット部へのより良いアクセス及び改善された清掃を可
能とするのに有利である。
【００３２】
　したがって、本発明は上述の特定の実施形態の参照によって説明された。これらの実施
形態は、当業者によく知られる様々な修正及び代替的な形態を受け入れる余地があること
が認識される。特に、ピンセット部の構造は、概略的に例示されたデザインと異なってよ
い。
【００３３】
　上述の修正に加え、多くの修正が、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく、本明
細書に説明された構造及び技術に加えられ得る。したがって、特定の実施形態が説明され
たが、これらは例にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。
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